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せ
ら
れ
、
之
れ
が
附
際
的
統
一
の
遊
穏
と
さ
へ
な
っ
て
居
る
も
の
で
あ

っ
て
、
我
が
民
業
約
済
界
に
も
大
槻
教
授
其
他
に
よ
り
既
に
二
一
二
之
が

紹
介
を
見
た
事
で
あ
る
が
、
何
れ
に
し
て
も
場
態
研
究
者
に
取
っ
て
便

す
る
所
多
大
た
る
も
の
が
あ
ら
う
。
而
し
て
最
後
(
第
六
章
、
小
底
知
臓

障
円
の
凶
民
総
済
的
成
果
〉
に
原
著
者
は
之
も
ラ
ウ
A

の
規
定
せ
る
概
念

に
従
づ
て
「
鴎
民
絞
済
的
所
得
」
(
那
須
教
授
の
所
前
段
業
に
於
け
る

純
寄
生
産
な
る
概
念
と
同
じ
)
を
以
て
終
停
規
模
の
岡
氏
終
済
に
到
す

る
関
係
を
考
へ
る
と
共
に
、
夏
、
b
に
之
を
市
場
供
給
、
並
び
に
負
債
関

係
な
る
標
準
を
も
取
り
上
げ
て
同
氏
終
済
と
の
関
係
に
就
い
て
論
評
を

加
へ
て
本
書
を
終
っ
て
庶
る
の
で
あ
る
。

以
上
筒
車
な
紹
介
に
よ
っ
て
も
之
を
知
ら
る
込
で
あ
ら
う
様
に
、
原

著
者
は
現
時
の
指
導
的
段
業
経
傍
諸
泉
者
の
所
設
を
入
れ
、
而
か
も
之

・
を
合
せ
考
祭
せ
ざ
れ
ば
小
医
師
帆
轡
の
回
以
の
縄
併
は
出
来
れ
、
い
と

L
て
ゐ

る
の
で
あ
っ
て
、
立
ハ
の
態
度
は
本
警
の
叙
越
中
終
始
一
貫
し
て
論
る
所

が
な
い
。
従
っ
て
本
警
は
問
題
特
に
、
一
議
概
ね
泉
町
咋
今
日
の
見
方
の
あ

る
所
を
知
り
符
る
の
で
あ
っ
て
、
此
の
意
味
で
好
例
の
テ
キ
ス
ト
た
り

参
考
書
た
る
も
の
で
あ
る
。
鈎
諸
山
本
の
蒋
惑
か
ら
引
用
さ
れ
た
多
く
の

表
は
品
開
め
て
適
切
に
用
ひ
ら
れ
て
居
り
、
-
見
無
味
乾
燥
な
る
数
字
の

中
か
ら
百
人
に
多
大
の
興
味
を
汲
み
取
ら
し
め
矧
併
を
助
け
し
め
る
。

又
番
中
随
所
に
見
る

mM皆
川
な
原
諸
柄
本
刊
の
民
業
的
知
日
識
は
透
徹
し
た
環
論

的
叙
述
と
の
結
び
つ
き
に
よ
っ
て
読
者
を
枠
径
す
る
所
多
大
な
る
も
の

が
あ
る
。
同
か
も
文
摂
に
秀
で
た
課
者
の
筆
は
品
開
め
て
平
明
で
あ
っ
て

銭
め
に
内
山
什
の
複
雑
性
に
も
拘
は
ら
ず
読
者
を
し
て
比
較
的
特
易
に
筑

み
と
ら
し
め
る
事
は
本
課
警
の
成
功
と
言
ふ
を
恨
ら
な
い
c

農
業
恐
慌

に
か
て

L

加
へ
て
近
年
相
次
で
起
っ
た
肉
然
的
災
害
に
よ
り
疲
弊
の
ど

ん
底
に
苦
悩
す
る
我
が
農
業
の
傍
め
に
、
之
れ
が
更
生
の
方
策
は
此
の

書
に
よ
っ
て
示
唆
せ
ら
れ
る
所
蓋
し
少
な
か
ら
ぬ
も
の
が
あ
ら
う
。
と

同
時
に
、
よ
き
終
待
感
脊
に
比
較
的
乏
し
い
我
が
民
業
料
済
泉
界
に
、

先
年
は
大
槻
教
授
に
依
っ
て
プ
リ
ン
ク
マ
ン
の
名
著
が
課
出
せ
ら
れ
、

又
今
度
は
山
剖
震
の
努
力
に
よ
っ
て
新
た
な
一
書
が
加
へ
ら
れ
た
事
を

背
骨
ぶ
も
の
で
あ
る
。

(
昭
和
十
年
一
月
、
丙
ケ
原
刊
行
件
後
行
、
弱
列
、
本
文
二
二
一
一
一
瓦

定
償
二
闘
コ
一
十
銭
)

鶴
一
…
仰
い
口
高
岡
熊
雄
一
者
「
株
太
農
業
植
民
問
題
」

表
者
が
我
岡
農
政
植
民
感
界
の
最
高
樫
成
で
あ
る
こ
と
は
此
慮
に
更

.紹

グ「

上

原

轍

良R

め
て
一
式
ふ
迄
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、

一
昨
年
政
府
が
機
大
拓
殖
調
盗

一
九
七



車百

介

委
員
令
を
設
け
搾
太
の
拓
殖
方
針
を
ゆ
都
議
に
付
し
た
際
若
者
は
北
(
の
委

員
と
し
て
親
し
〈
勝
太
の
視
察
を
な
し
詳
細
な
る
研
究
調
査
を
遂
げ
、

第
一
部
(
農
業
、
牧
夜
、
被
氏
)
に
闘
す
る
主
査
と
し
て
権
威
あ
る
答

申
を
さ
れ
た
方
で
あ
る
。
本
書
は
治
川
作
巾
4

品
目
を
竹
子
と
し
て
著
は
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
が
、
必
ず
し
も
調
査
舎
の
答
巾
と
設
を
向
ふ
す
る
も
の

に
あ
ら
ず
、
表
者
湖
引
の
立
見
で
あ
る
。
(
序
文
三
瓦
)
今
共
の
内
終

に
就
て
見
る
に
第
一
章
か
ら
第
六
章
迄
六
部
門
に
分
た
れ
、

第
一
章
特
論
に
於
て
は
同
伴
大
の
拓
殖
事
業
は
比
較
的
等
間
に
付
せ
ら

れ
て
あ
ヲ
た
け
れ
ど
も
「
殺
は
な
く
と
も
子
は
育
ヲ
と
の
消
防
の
如
く
」

漸
次
溌
反
し
て
来
た
と
迷
ベ
、
戸
口
、
漁
産
、
森
夜
、
工
歳
、
良
彦
、

各
務
の
夜
業
的
溌
注
よ
り
、
農
業
移
民
の
後
一
連
終
過
を
検
討
し
、
廷
に

本
島
の
将
来
を
考
脱
却
し
て
、
漁
業
、
及
林
業
の
行
き
詰
り
を
指
摘
し
、

将
来
有
望
な
る
は
農
業
で
あ
る
と
し
兆
の
施
設
総
務
円
の
必
要
を
高
調
し

て
目
的
ら
れ
る
。

第
二
点
以
に
於
て
は
「
民
業
杭
M
h

の
某
礎
で
あ
る
」
土
地
に
関
す
る
施

設
を
論
じ
、
先
づ
第
一
に
植
民
適
地
の
調
査
を
必
要
と
し
、
立
(
の
方
法

を
論
評
し
現
行
の
規
定
を
改
正
し
て
「
傾
斜
二
十
皮
以
下
の
地
は
之
を

放
牧
趨
地
と
し
、
十
五
度
以
下
の
も
の
は
之
を
段
耕
遁
地
と
し
て
選
定

す
」
べ
し
と
な
し
、
夏
に
風
防
林
並
に
新
山
択
用
地
に
就
き
て
設
寂
す
る

所
あ
り
、
第
二
に
は
杭
民
地
区
到
の
必
一
安
を
説
き
、
現
行
の
十
町
歩
医

剖
制
度
の
妥
慌
を
認
む
る
も
剖
一
に
す
る
よ
り
も
地
方
に
よ
り
て
七
町

五
反
歩
、
十
五
町
歩
一
等
の
隠
却
を
も
設
け
て
本
烏
農
業
の
合
問
的
後
建

を
企
劃
す
る
と
と
が
必
要
で
あ
る
と
逃
へ
、
第
三
に
は
村
落
宅
地
は
統

府
制
よ
り
竿
ろ
疎
目
的
制
と
な
す
べ
き
こ
と
を
論
じ
、
第
四
に
従
来
の
土

地
虎
分
法
は
底
分
面
積
に
陣
地
寸
艶
一
史
あ
り
た
る
銭
め
続
々
の
障
害
を
来

し
て
庶
る
か
ら
共
の
方
針
を
確
立
す
る
の
必
要
あ
る
こ
と
を
論
じ
、
第

五
に
従
来
出
品
分
し
た
る
大
雨
続
の
土
地
に
し
て
今
紛
ほ
未
開
の
ま
込
放

一
九
八

寵
し
て
之
れ
を
顧
み
ざ
る
も
の
あ
る
は
甚
だ
遺
憾
な
り
と

L
、
速
に
共

の
間
愛
方
策
を
講
ず
べ
き
ζ

と
を
論
じ
、
第
六
に
土
地
の
成
功
検
査
を

遺
憾
な
く
賀
行
す
べ
き
こ
と
を
論
越
し
、

第
三
章
、
農
業
植
民
に
闘
す
る
胞
設
に
於
て
は
先
づ
本
島
に
牧
界
し

得
べ
き
農
家
及
農
業
人
口
を
推
定
し
て
専
業
者
間
高
五
千
戸
、
二
十
二

高
五
千
人
、
稼
業
者
一
蔦
一
千
戸
、
市
守
策
合
し
て
五
市
内
六
千
戸
と
し
て

居
ら
れ
る
、
同
し
て
此
の
戸
口
は
島
の
内
外
よ
り
之
れ
を
得
る
も
の
で

あ
る
が
共
の
待
遇
又
は
補
助
に
於
て
は
島
の
内
外
を
論
ぜ
ず
公
平
に
行

ふ
べ
き
こ
と
、
渡
航
費
以
外
の
恩
典
は
内
向
移
民
に
も
之
れ
を
及
ぼ
す

べ
き
こ
と
、
移
民
牧
谷
の
時
期
及
方
法
を
決
ら
さ
る
こ
と
な
ど
を
論
じ

更
に
移
民
の
保
護
訟
を
論
評
し
、
移
住
前
の
保
護
即
ち
移
住
費
の
補
助

は
隣
島
北
海
道
に
比
較
し
、
割
合
に
待
少
な
る
こ
と
を
指
摘
し
、
か
く

て
は
「
府
際
よ
り
の
移
住
者
は
樺
太
よ
り
率
九
一
北
海
道
を
選
ん
で
来
位

す
る
に
相
違
な
い
」
と
防
磁
さ
れ
て
あ
る
。
又
銑
道
及
汽
船
貨
の
補
助

は
切
符
を
以
て
出
溌
前
に
之
れ
を
奥
ふ
べ
き
で
あ
る
と
し
、
又
移
住
後

の
保
護
と
し
て
は
指
導
員
の
設
置
、
家
庭
処
築
の
補
助
、
問
問
自
明
記
の
助
成

其
他
稲
荷
な
紛
助
に
就
て
納
別
詳
論
が
諜
さ
れ
て
あ
る
。

第
四
章
農
夜
産
業
の
溌
炭
を
促
す
施
設
に
於
て
は
木
島
に
越
す
る
良

作
物
、
粍
類
の
選
定
、
品
種
の
改
良
、
育
成
、
普
及
を
論
じ
、
土
地
改

良
の
必
要
を
論
じ
、
関
目
撃
火
入
、
山
火
の
激
防
を
検
討
し
、
更
に
本
道

に
適
す
る
来
高
の
稀
類
を
論
じ
て
特
色
と
し
て
狐
、
犬
、
馴
鹿
を
加
ふ

べ
き
で
あ
る
と
し
て
あ
る
、
又
泡
川
町
川
な
る
農
業
経
持
法
を
設
計
し
て
北
(

の
普
及
を
計
る
こ
と
の
必
要
を
論
じ
、
更
に
農
援
物
の
販
路
、
良
山
品
目
茂

物
の
加
工
、
農
事
試
験
機
関
の
充
貨
と
其
の
機
能
の
後
押
に
就
て
諭
越

し
民
事
指
導
機
関
の
充
賞
、
農
業
教
育
の
振
興
、
皮
業
資
金
の
充
氏
等

に
就
き
論
評
し
、
段
業
資
金
に
閲
し
て
は
産
業
組
合
の
活
動
、
北
海
遊

拓
航
銀
行
の
積
品
開
的
貸
問
、
政
府
低
利
資
金
の
一
融
通
よ
り
謹
ん
で
東
洋



拓
殖
合
一
位
の
話
出
を
も
慾
品
川
山
せ
ら
れ
て
貯
る
。

第
五
章
農
家
の
生
活
状
態
と
位
村
施
設
の
改
葬
に
於
て
は
住
宅
及
厩

合
の
構
造
設
備
の
改
良
、
島
度
目
川
調
理
の
研
究
、
本
島
湖
特
の
保
温
服
、

敬
紳
、
数
育
、
通
信
機
関
、
降
療
施
設
、
道
路
、
娯
楽
等
の
各
項
に
就

い
て
論
述
せ
ら
れ
で
あ
る
。

第
六
京
結
論
に
於
て
は
拓
殖
政
策
の
根
源
と
し
て
八
項
目
を
指
摘

し
、
之
れ
等
諸
政
策
が
遂
行
せ
ら
れ
て
棒
大
の
開
拓
の
行
は
れ
た
擦
に

は
茂
吉
産
業
の
生
産
、
年
額
一
億
闘
に
達
す
る
こ
と
は
確
か
な
り
と
し

メ
梓
大
の
拓
殖
費
は
過
去
に
於
て
歳
出
総
計
二
億
八
千
二
百
高
尚
で
あ

る
が
、
内
凶
庫
の
補
充
金
は
僅
か
に
五
千
二
百
蔦
固
に
過
ぎ
ず
し
て
甚

だ
伎
少
な
も
の
で
あ
る
、
特
に
植
民
認
の
費
用
は
僅
か
に
六
百
五
十
五

潟
同
徐
に
し
て
総
歳
出
の
二
・
八
九
%
に
過
ぎ
ず
過
去
に
於
て
如
何
に

政
府
が
植
民
に
冷
淡
な
り
し
か
を
述
べ
、
持
太
と
組
践
と
の
過
去
二
十

五
ヶ
年
間
の
貿
易
鋲
を
集
計
し
て
樺
太
が
か
く
の
如
く
の
多
く
の
利
盆

を
母
同
氏
に
奥
へ
た
る
に
も
係
は
ら
ず
政
府
が
本
島
の
銭
め
に
悲
し
た

る
こ
と
の
甚
だ
少
な
か
り
し
こ
と
を
一
不

L
、
政
府
は
将
来
本
島
の
銘
め

に
一
段
の
努
力
を
な
す
べ
き
こ
と
を
希
望
し
、
一
一
向
又
島
氏
の
一
層
強

き
自
慌
の
必
要
を
説
い
て
結
ん
で
肘
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

之
れ
等
の
事
項
は
一
々
合
成
散
を
得
た
も
の
で
丙
も
各
章
節
の
論
陣
組

織
整
然
と
し
て
火
均
質
設
的
数
字
を
間
帯
げ
秘
め
て
明
快
に
認
迷
論
断
せ

ら
れ
て
肘
る
の
で
あ
っ
て
、
読
者
は
其
の
公
正
な
る
理
論
と
、
間
然
す

る
所
な
き
論
旨
と
に
よ
ヲ
て
詳
今
と
説
き
去
り
、
説
き
す
帰
る
所
に
自
ら

隠
服
す
る
の
感
が
あ
る
。
蓋
し
博
士
は
前
遣
の
如
く
民
政
植
民
皐
界
の

者
約
と
し
て
深
き
泉
殖
の
所
有
者
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
多
年
北
海

道
の
拓
殖
に
就
て
研
究
、
指
導
の
位
置
に
あ
ら
れ
る
方
で
我
が
凶
北
方

の
紘
民
政
策
に
関
す
る
滋
議
品
目
指
は
拘
に
深
き
も
の
が
あ
る
、
本
書
の

最fi

介

到
切
な
る
所
論
V
A
故
な
き
に
あ
ら
ず
で
あ
る
、
従
て
本
書
は
梓
大
杭
民

政
策
の
最
高
権
威
で
あ
っ
て
常
同
は
之
れ
に
よ
っ
て
施
設
の
改
善
を
計

る
べ
く
、
安
際
家
は
之
れ
に
よ
っ
て
卒
業
料
停
の
方
針
を
定
む
べ
く
、

皐
徒
は
之
れ
に
よ
っ
て
樺
太
の
植
民
政
策
を
製
ぶ
べ
き
で
あ
る
。
近
時

我
凶
に
於
け
る
植
民
感
界
は
漸
く
陵
践
を
品
開
め
、
多
数
の
茨
4
1
H

が
出

版
さ
れ
る
様
に
な
っ
た
こ
と
は
誠
に
欣
快
と
す
る
所
で
あ
る
が
、
共
の

多
く
は
一
般
的
の
研
究
で
あ
っ
て
本
存
の
如
く
特
定
の
植
民
地
に
就
き

て
、
斯
く
迄
も
組
織
的
に
賀
諮
的
に
別
納
な
る
検
討
を
試
み
論
問
整
然

と
論
述
せ
ら
れ
た
著
書
は
多
〈
見
ざ
る
所
で
あ
る
。
即
ち
本
書
は
若
者

の
一
五
は
る

L
植
民
政
策
の
複
雑
性
に
鑑
み
蛍
然
伐
さ
れ
ざ
る
べ
か
ら
ざ

る
特
殊
的
研
究
の
一
部
が
満
た
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
我
が
杭
民
単
界

に
於
け
る
一
大
枚
穫
と
一
五
ふ
べ
き
で
あ
る
。

又
著
者
は
北
(
の
序
文
に
於
て
「
近
時
我
が
開
運
は
漸
次
北
挫
し
つ
込

あ
る
情
勢
と
な
り
、
持
太
の
植
民
問
題
の
如
き
車
に
荷
牛
梓
太
と
一
五
ふ

一
一
地
方
的
問
題
で
は
な
〈
し
て
、
梓
大
は
将
来
我
同
の
勢
力
を
北
必
す

人
き
使
命
を
来
す
岱
め
の
一
礎
石
と
な
り
、
之
れ
が
拓
殖
政
策
の
成
否

如
何
は
寒
帯
植
民
者
と
し
て
の
大
和
民
族
の
俄
値
如
何
を
決
定
す
る
試

金
石
で
あ
る
と
い
ふ
品
側
め
て
重
大
な
る
志
議
を
有
す
る
に
至
っ
た
」
と

記
し
て
、
持
大
植
民
政
策
の
岡
山
水
的
意
義
を
切
に
せ
ら
れ
で
あ
る
が
淘

に
向
感
の
至
り
で
あ
る
。
同
し
て
本
書
が
新
る
重
要
な
る
植
民
地
開
拓

山
一
大
指
針
で
あ
る
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
が
更
に
又
内
に
論
述

せ
ら
れ
た
多
く
の
植
民
開
法
は
我
同
凡
て
の
杭
民
政
策
に
適
用
せ
ら
る

へ
き
も
の
甚
だ
多
き
を
見
出
す
も
の
で
あ
っ
て
、
余
は
本
舎
が
又
他
の

舵
民
地
に
劃
す
る
政
策
特
に
北
海
道
、
満
蒙
等
の
移
民
政
策
上
に
も
好

筒
の
指
導
を
奥
へ
る
も
の
で
あ
る
と
信
ず
る
。
(
西
ケ
原
刊
行
合
後
行

菊
列
二
青
瓦
定
償
二
閥
、
円
以
料
二
十
一
銭
)

一
九
九


